
砥

差
別
や
偏
見
に
も
つ
な
が
る
人
種
イ
メ
ー
ジ
は
ど
う

変
わ
り
、

背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
。

京
都
大
で
五
、

六
日
に
開
か
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「変
化
す
る
人

種
イ
メ
ー
ジ
ー

差
憂
不
一隻
育
え
る
」
で
は
、

科
学
的
な

区
分
の
燎
筋
が
疑
贈
饗
亮
な
が
ら
、

ハス
）
「人
醇

の
リ
ア
ル
さ
を
支
え
る

寮
鍾
孟
母
富
説
」
や
メ
デ
ィ
ア

の
状
況
が
多
角
的
に
分
析
さ
れ
た
。

（文
化
報
道
部

道
又
隆
弘
）

前

ア
メ
リ
カ
社

会
学

会
　
チ
ャ
ー

」
が
今
秋
、

掲
載
し

会
長
の
ト

ロ
イ

・
ダ
ス
タ
ー

　
た

「
ア
ジ
ア
人

の
ゲ
ノ
ム
配

氏

は
、

英

科

学
誌

「ネ

イ
　
列
を
初
解
析
」
と

い
う
記

視覚的な素材も使って行われたシンポジウム '変化する
人穂イメージ」 (5日 、京都市左京区 ・京都大)

事
に
触
れ
、

「す
で
に
自
人

男
性
の
ゲ
ノ
ム

（全
遺
伝

情
報
）
が
判
明
し
て
い
る
の

に
何
が
重
要
か
」
と
指
摘
。

ユ
ネ
ス
コ
の
人
種
声
明
や

「人
種

概
念
に
生
物

学
的

根
拠
は
な
い
」
と
の
研
究

結
果
に
反
す
る
言
説
が
、

こ

の
十
年
で
目
立

っ
て
き
た
と

語

っ
た
。

さ
ら
に
、

新

薬

の
治
験
な
ど
で
、

人
極
的
な

遺
伝

情
報
の
差
異
を
治
療

効
果
の
差
に
結
び
つ
け
た
ケ

種
と
い
う
概
念
で
運
動
能
力

の
差
異
は
説
明
で
き
な
い
、

と
い
う
指
摘
に
も
か
か
わ
ら

ず
、

メ
デ
ィ
ア
の
表
象
と
現

実
の
実
練
が
補
完
し
合
い
、

『
黒
人
身
体
能
力
神
話
』
を

強
め
た
」
と
指
摘
。

ハ
リ
ウ

ッ
ド
映
画
で
の
黒
人
の
描
か

れ
方
は
そ
の
典
型
で
、　

一
九

八
〇
年
代
ま
で
は
ア
フ
リ
カ

系
米
国
人
自
身
も
こ
う
い

っ

た
言
説
を
支
持
し

て
い
た
と

い

つヽ
。

と
こ
＆

が
、

九

０
年
岱
後

半
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
偏
重
が

黒
人
の
将
来
を
狭
め
て
い
る

と
の
懸
念
が
広
が
り
、

映
画

で
変
化
の
可
能
性
も
あ
る
、

と
指
摘
し
た
。

一
方
、

日
本
で
は

「昇

え

な
い
人
種
」
と
し
て
、

さ
ま

ざ
ま
な
差
別
的
表
象
が

つ
く

ら
れ
て
き
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

見

え
ぬ
差
別
記
憶

に

黒
川
み
ど
り

一
橋
大
教
授

は
、

部
落
差
別
を
描
い
た
映

画

「橋

の
な
い
川
」
新
旧
二

作
を
題
材
に
、

差
異
が
視
覚

助
寮
の
イ
メ
ー
ジ
で
槽
え
付

け
ら
れ
た
事
例
を
警
介
。

差

が
見
え
な
い
分
、

一己
幅
に
強

′
劾
み
つ
け
ら
れ
、
一暴
重
年

位
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
歴
史

な
ど
を
指
摘
し
た
。

李
塁

牢

京
都
大

助
教

は
植
民
地

下
の
朝
鮮
民
族

へ
の
差
別

構
造
を
検
証
、

「
日
本
人
と
識
別
が
困
難

な
故
に
、体

格
や
顔
、キ尋

未
、

に
お
い
て
ま
で
も
大
種
の

『見
分
け
』
に
使
わ
れ
、

多

様
な
疑
似

科
学
が

『差
異
」

究
明
に
没
頭
し
て
、

人
種

主
義
に
よ
る
支
配
体
制
を
支

え
た
」
と
し
た
。

こ
れ
ら

の
議
論
を
受
け

て
、

著
藤
綾
子

・
岬
冶
室
院

大
教
授
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
映

画
監
督
ゴ
ダ
ー

ル
の

「映
画

は
現
実
の
反
映
で
な
く
、

反

映
の
現
実
だ
」
と
い
２
員
楽

を
紹
介
。

「人
種
概
念
が
何

か
と
い
う
よ
り
、

差
異
が
ど

つヽ
や
っ
て
差
別
と
い
う
価
値

観
に
変
わ
る
の
か
、

そ
の
プ

ロ
セ
ス
を
注
視
す
べ
き
」
と

述
べ
、ダ

ス
タ
ー

教
授
も
「人

種
概
念
の
是
非
で
は
な
く
、

ど
ん
な
状
況
で
人
種
を
区
分

け
に
管
ス
“が
墓
暑

と
強

調
し
た
。

影
響
強
い
メ
デ
ィ
ア
の
情
報

差
異
が
差
別
に
変
わ
る
プ
ロ
セ
ス

―
ス
を
列
挙
し
、

「科
学
の

文
献
が
入

種
に
ま
み
れ

て

い
る
」
と
批
判
し
た
。

科
学

・
社
会
的
言
説

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
宰
し

た
京
都
大
人
文
研
の
竹
沢
泰

子
教
授
に
よ
る
と
、

人
程
イ

メ
ー
ジ
は
、

こ
う
い

っ
た
科

学
的
な
き
墨
撃
」
社
会
的
な
言

説
に
よ

っ
て
作
り
出
さ
れ
て

い
る
。

特
に
、

メ
デ
ィ
ア
の

発
達
に
伴
い
、

視
覚
的
な
情

報
は
影
響
力
を
強
め
、

人
種

表
象
を
再
生
産
し
て
い
る
。

世
界
中
で
流
布
し
て
い
る

人
種
イ
メ
ー

ジ
に

「黒
人
は

天
性
で
運
動
能
力
が
高
い
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。

川
島

浩
平

・
武
蔵
大
教
授
は

「人

で
も

「小
説
家
を
見
つ
け
た

ら
」
な
ど
知
性
や
勤
勉
さ
、

指
導
力
に
焦
点
を
合
わ
せ
た

作
品
が
急
増
。

「映
画
は
特

に
若
者
へ
の
影
響
が
強
く
、

米
国
に
曝
争

世
界
甲
の
偏

見
を
改
め
て
い
く
の
で
は
な

い
か
」
と
話
し
た
。

中
米
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
状
況

を
報
告
し
た
石
橋
純

・
東
京

大
控
秘
軽
は
「自
ら
を

『混

血
社
全
ご
と
白畢
Ｃ
な
が
ら

も
、

肌
の
色
に
よ
る
序
列
は

存
在
し
、自

は
美
や
豊
か
き
、

黒
は
貧
し
さ
な
ど
を
表
す
の

は
欧
米
と
同
様
」
と
説
明
。

た
だ
し
、

濃
い
肌
色
の
チ
ャ

ベ
ス
大
統
領
の
下
で
、

人
種

対
立
が
表
面
化
し
、

多
文
化

主
義
が
明
文
化
さ
れ
た
こ
と

分
野
超

え

て
検

証
を

二
日
間
の
議
論
で
は
、

人

種
主
義
を
克
服
す
る
上
で
、

科
学
的
検
証
、

生
活
感
覚
の

ど
ち
夕
じ
正
負
里
牌
トワ
ヽ

危
う
さ
が
示
さ
れ
た
。

だ
か

ら
こ
そ

「ゲ
ノ
ム
な

り
△
類

学
、

歴
史
学
、

ア
ー
ト
ま
で

分
野
横
断
的
に
か
か
わ
る
こ

と
が
重
要
に
な
る
」

（竹
沢

教
授
）
と
い
う
姿
勢
が
、

京

都
な

り
世
界
に
広
が
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。


